
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を有し、表示画面を横長状態又
は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に対応する表示画像を表示する表
示装置と、該表示装置から表示仕様情報を取得し、取得した表示仕様情報に対応する表示
画像の画像データを表示装置に出力する画像出力装置とを用いた表示方法において、
　前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情報と、縦長のデフォル
ト解像度を含む縦長表示仕様情報とが予め記憶されており、
　表示画面が横長状態から縦長状態又は縦長状態から横長状態に変更された場合、変更通
知を表示装置から画像出力装置に送信するステップと、
　表示装置により、表示画面が縦長状態に変更された場合は縦長表示仕様情報を選択し、
横長状態に変更された場合は横長表示仕様情報を選択するステップと、
　画像出力装置により、前記変更通知を受付けた場合、選択された縦長表示仕様情報又は
横長表示仕様情報を表示装置から取得するステップと、
　表示画面が横長状態から縦長状態又は縦長状態から横長状態に変更された場合、表示装
置

表示画像の走査方向を 変換するステップと
　を有することを特徴とする表示方法。
【請求項２】
　デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を有し、表示画面を横長状態又
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は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に対応する表示画像を表示する表
示装置と、該表示装置から表示仕様情報を取得し、取得した表示仕様情報に対応する表示
画像の画像データを表示装置に出力する画像出力装置とを用いた表示方法において、
　前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情報と、縦長のデフォル
ト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、
　出力する表示画像を横長から縦長又は縦長から横長に変更する場合、変更通知を画像出
力装置から表示装置に送信するステップと、
　表示装置により、受付けた変更通知に基づいて縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報
を選択するステップと、
　画像出力装置により、選択された縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報を表示装置か
ら取得するステップと、
　表示画像を横長から縦長又は縦長から横長に変更する場合、表示装置

表示画像
の走査方向を 変換するステップと
　を有することを特徴とする表示方法。
【請求項３】
　表示装置が受付けた変更通知に基づいて、表示画面を回転させるステップを有すること
を特徴とする請求項２記載の表示方法。
【請求項４】
　表示画像を縦長に変更する条件及び／又は横長に変更する条件が予め設定されており、
　画像出力装置により、前記予め設定されている条件を満たしているか否かを判定するス
テップを有し、判定の結果に基づいて、表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変
更通知を画像出力装置から表示装置に送信することを特徴とする請求項２記載の表示方法
。
【請求項５】
　デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を有し、表示画面を横長状態又
は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に対応する表示画像を表示する表
示装置と、該表示装置から表示仕様情報を取得し、取得した表示仕様情報に対応する表示
画像の画像データを表示装置に出力する画像出力装置とを備える表示システムにおいて、
　前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情報と、縦長のデフォル
ト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、
　前記表示装置は、
　表示画面が横長状態から縦長状態又は縦長状態から横長状態に変更されたことを検出す
る検出手段と、
　検出手段が縦長状態への変更を検出した場合は縦長表示仕様情報を選択し、検出手段が
横長状態への変更を検出した場合は横長表示仕様情報を選択する選択手段と、
　検出手段が縦長状態又は横長状態への変更を検出した場合、変更通知を画像出力装置に
送信する送信手段と、
　前記検出手段が縦長状態又は横長状態への変更を検出した場合、

表示
画像の走査方向を変換する変換手段と
　を備え、
　前記画像出力装置は、
　表示装置から前記変更通知を受付ける受付手段を備え、
　受付手段で前記変更通知を受付けた場合、選択手段が選択した縦長表示仕様情報又は横
長表示仕様情報を表示装置から取得するように構成されていることを特徴とする表示シス
テム。
【請求項６】
　デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を有し、表示画面を横長状態又
は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に対応する表示画像を表示する表
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表示装置で

表示装置から取得した
縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に応じて画像出力装置で解像度が設定された



示装置と、該表示装置から表示仕様情報を取得し、取得した表示仕様情報に対応する表示
画像の画像データを表示装置に出力する画像出力装置とを備える表示システムにおいて、
　前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情報と、縦長のデフォル
ト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、
　前記表示装置は、
　表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付ける受付手段と、
　受付手段で受付けた変更通知に基づいて、縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報を選
択する選択手段と、
　前記受付手段で横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付けた場合、

表示画像の走査方向を変換する変換手段と
　を備え、
　前記画像出力装置は、
　出力する表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を表示装置に送信する
送信手段を備え、
　送信手段が送信した変更通知に基づいて選択手段が選択した
表示仕様情報を、表示装置から取得するように構成されていることを特徴とする表示シス
テム。
【請求項７】
　前記表示装置は、表示画面を回転させる回転手段と、受付手段で受付けた変更通知に基
づいて回転手段を駆動制御する駆動制御手段とを備えることを特徴とする請求項６記載の
表示システム。
【請求項８】
　前記画像出力装置は、表示画像を縦長に変更する条件及び／又は横長に変更する条件を
記憶する条件記憶部と、
　条件記憶部に記憶されている条件を満たしているか否かを判定する判定手段と
　を備え、
　前記送信手段は、
　判定手段の判定結果に基づいて、表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更通
知を表示装置に通知するように構成されていることを特徴とする請求項６記載の表示シス
テム。
【請求項９】
　デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を有し、表示画面を横長状態又
は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に対応する表示画像を表示する表
示装置において、
　前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情報と、縦長のデフォル
ト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、
　表示画面が横長状態から縦長状態に変更又は縦長状態から横長状態に変更されたことを
検出する検出手段と、
　検出手段が縦長状態への変更を検出した場合は縦長表示仕様情報を選択し、検出手段が
横長状態への変更を検出した場合は横長表示仕様情報を選択する選択手段と、
　検出手段が縦長状態又は横長状態への変更を検出した場合、変更通知を送信する送信手
段と、
　前記検出手段が縦長状態又は横長状態への変更を検出した場合、

表示画像の走査方向を変換する変換手段と
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を有し、表示画面を横長状態又
は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に対応する表示画像を表示する表
示装置において、
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横長表示仕様情報に応じて解像度が設定された



　前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情報と、縦長のデフォル
ト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、
　表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付ける受付手段と、
　受付手段で受付けた変更通知に基づいて、縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報を選
択する選択手段と、
　前記受付手段で横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付けた場合に、

表示画像の走査方向を変換
する変換手段と
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１１】
　表示画面を回転させる回転手段と、
　受付手段で受付けた変更通知に基づいて回転手段を駆動制御する駆動制御手段と
　を備えることを特徴とする請求項１０記載の表示装置。
【請求項１２】
　デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を有し、表示仕様情報に対応す
る表示画像の画像データを中継するインターフェース装置において、
　前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情報と、縦長のデフォル
ト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、
　表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付ける受付手段と、
　受付手段で受付けた変更通知に基づいて、縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報を選
択する選択手段と、
　前記受付手段で横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付けた場合に、

表示画像の走査方向を変換
する変換手段と
　を備えることを特徴とするインターフェース装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を有するインターフ
ェース装置（中継装置）、デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を有し
、表示仕様情報に対応する表示画像を表示する表示装置、該表示装置を備えた表示システ
ム 前記表示装置を用いた表示方 関する。
【０００２】
【従来の技術】
コンピュータは液晶ディスプレイなどの表示装置に表示を行っている。図１３に、コンピ
ュータ３０ａ及び表示装置１０ａの概略構成を示す。コンピュータ３０ａは、ＣＰＵ３２
，ＲＡＭ又はハードディスクなどの記憶部３３，表示画像が記憶されるビデオメモリ３６
，及び表示画像の画像データ（表示画像データ）を表示装置１０ａに出力する描画処理部
３４などを備える。また、表示装置１０ａは、液晶パネルなどの表示パネル２０，表示画
像を記憶するフレームメモリ２４，表示パネル２０の表示制御を行う表示制御部２２，及
びＤＤＣ制御部１４ａなどを備える。コンピュータ３０ａ及び表示装置１０ａは接続ケー
ブルで接続されており、表示画像データを描画処理部３４から表示装置１０ａに伝送した
り、ＤＤＣ制御部１４ａに記憶されている横用ＥＤＩＤをコンピュータ３０ａに伝送する
ことが可能である。
【０００３】
表示装置１０ａは、図１４（ａ）に示すように表示画面が横長のものが多いが、図１４（
ｂ）に示すように表示画面を回転させて縦長に変更できるものもある。図１４（ｂ）に示
す縦長表示を行う場合、縦長の表示画像を回転させて横長に変換（走査方向を変換）する
必要がある。例えば図１５に示すように、ＣＰＵ３２により、ビデオメモリ３６に記憶さ
れている縦長の表示画像を回転させて横長に変換（縦横変換）している（例えば、特許文
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献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】
特開２００１－７５５４６号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ＣＰＵ３２は、ＯＳ又はアプリケーションの実行と並列的に表示画像の縦横変換を実行す
る。そのため、表示画像の縦横変換の実行負荷により、ＯＳ又はアプリケーションの実行
速度が低下したり、ＯＳ又はアプリケーションの実行負荷により、表示画像の縦横変換の
実行速度が低下して表示画面が乱れる場合がある。ＣＰＵ３２の負荷が増加することによ
り、コンピュータ３０ａの動作が不安定になる可能性がある。
【０００６】
また、表示画像の縦横変換をＣＰＵ３２に実行させるソフトウェアはＯＳ上で作動してお
り、ＯＳが起動するまで、縦横変換は実行されず、正しい表示画面を表示できない。さら
に、グラフィック処理用のＡＰＩ（ Application Program Interface）を使用する場合は
、動作が不安定になったり、表示画像を正しく表示できない可能性がある。
【０００７】
上述したソフトウェアによる縦横変換で発生する問題を解決する目的で、本出願人は、ハ
ードウェアにより縦横変換を行う技術を既に提案している（特願２００２－２９４１１６
）。描画処理部３４から出力される表示画像を、ハードウェア処理で回転することにより
、コンピュータ３０ａ（ＣＰＵ３２）側の処理に影響を与えずに縦長表示を行うことが可
能になる。
【０００８】
しかし、上述したハードウェア処理は単に走査方向を変換するだけであり、ＯＳ又はソフ
トウェアを操作して、表示画像の解像度を縦長に変更する必要がある。また、ＯＳ又はソ
フトウェアによって変更可能な解像度は、表示装置１０ａから取得したＥＤＩＤ（横用Ｅ
ＤＩＤ）に含まれる解像度に限られるが、一般的なＥＤＩＤには横長の解像度しか含まれ
ておらず、縦長の解像度を含むＥＤＩＤを何らかの方法でコンピュータ３０ａに取得させ
る必要がある。
【０００９】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、表示画面が縦長状態又は横長状態に
変更された場合、ハードウェア的に縦長表示又は横長表示を切換えて、処理速度及び安定
性を向上させることが可能な表示方法、表示システム 表示装 提供することを目的
とする。
【００１１】
　また、本発明は、表示画像を縦長又は横長に変更する場合、ハードウェア的に縦長表示
又は横長表示を切換えて、処理速度及び安定性を向上させることが可能な表示方法、表示
システム、表示装置 インターフェース装 提供することを他の目的とする。
【００１２】
また、本発明は、画像出力装置側の縦長表示又は横長表示の変更操作に応じて、自動的に
表示画面を回転させて縦長状態又は横長状態に変更することが可能な表示方法、表示シス
テム及び表示装置を提供することを他の目的とする。
【００１３】
　また、本発明は、予め設定された条件に応じて縦長表示又は横長表示を変更することが
可能な表示方法 表示システ 提供することを他の目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　第１発明に係る表示方法は、デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を
有し、表示画面を横長状態又は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に対
応する表示画像を表示する表示装置と、該表示装置から表示仕様情報を取得し、取得した
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表示仕様情報に対応する表示画像の画像データを表示装置に出力する画像出力装置とを用
いた表示方法において、前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情
報と、縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報とが予め記憶されており、表示画
面が横長状態から縦長状態又は縦長状態から横長状態に変更された場合、変更通知を表示
装置から画像出力装置に送信するステップと、表示装置により、表示画面が縦長状態に変
更された場合は縦長表示仕様情報を選択し、横長状態に変更された場合は横長表示仕様情
報を選択するステップと、画像出力装置により、前記変更通知を受付けた場合、選択され
た縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報を表示装置から取得するステップと、表示画面
が横長状態から縦長状態又は縦長状態から横長状態に変更された場合、表示装置

表示画像の走査方向を 変換するステップとを有することを特徴とする。
【００１７】
　第２発明に係る表示方法は、デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を
有し、表示画面を横長状態又は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に対
応する表示画像を表示する表示装置と、該表示装置から表示仕様情報を取得し、取得した
表示仕様情報に対応する表示画像の画像データを表示装置に出力する画像出力装置とを用
いた表示方法において、前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情
報と、縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、出力する表
示画像を横長から縦長又は縦長から横長に変更する場合、変更通知を画像出力装置から表
示装置に送信するステップと、表示装置により、受付けた変更通知に基づいて縦長表示仕
様情報又は横長表示仕様情報を選択するステップと、画像出力装置により、選択された縦
長表示仕様情報又は横長表示仕様情報を表示装置から取得するステップと、表示画像を横
長から縦長又は縦長から横長に変更する場合、表示装置

表示画像の走査方向を
変換するステップとを有することを特徴とする。

【００１９】
　第 発明に係る表示方法は、第 発明において、表示装置が受付けた変更通知に基づい
て、表示画面を回転させるステップを有することを特徴とする。
【００２０】
　第 発明に係る表示方法は、第 発明において、表示画像を縦長に変更する条件及び／
又は横長に変更する条件が予め設定されており、画像出力装置により、前記予め設定され
ている条件を満たしているか否かを判定するステップを有し、判定の結果に基づいて、表
示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を画像出力装置から表示装置に送信
することを特徴とする。
【００２１】
　第５発明に係る表示システムは、デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶
部を有し、表示画面を横長状態又は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報
に対応する表示画像を表示する表示装置と、該表示装置から表示仕様情報を取得し、取得
した表示仕様情報に対応する表示画像の画像データを表示装置に出力する画像出力装置と
を備える表示システムにおいて、前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表
示仕様情報と、縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、前
記表示装置は、表示画面が横長状態から縦長状態又は縦長状態から横長状態に変更された
ことを検出する検出手段と、検出手段が縦長状態への変更を検出した場合は縦長表示仕様
情報を選択し、検出手段が横長状態への変更を検出した場合は横長表示仕様情報を選択す
る選択手段と、検出手段が縦長状態又は横長状態への変更を検出した場合、変更通知を画
像出力装置に送信する送信手段と、前記検出手段が縦長状態又は横長状態への変更を検出
した場合、

表示画像の走査方向を変換する変換手段とを備え、前記画像
出力装置は、表示装置から前記変更通知を受付ける受付手段を備え、受付手段で前記変更
通知を受付けた場合、選択手段が選択した縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報を表示
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から取得
した縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に応じて画像出力装置で解像度が設定された

表示装置で

から取得した縦長表示仕様情報又
は横長表示仕様情報に応じて画像出力装置で解像度が設定された 表
示装置で

３ ２

４ ２

表示装置から取得した縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に応じて画像出
力装置で解像度が設定された



装置から取得するように構成されていることを特徴とする。
【００２４】
　第６発明に係る表示システムは、デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶
部を有し、表示画面を横長状態又は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報
に対応する表示画像を表示する表示装置と、該表示装置から表示仕様情報を取得し、取得
した表示仕様情報に対応する表示画像の画像データを表示装置に出力する画像出力装置と
を備える表示システムにおいて、前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表
示仕様情報と、縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、前
記表示装置は、表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付ける受付手
段と、受付手段で受付けた変更通知に基づいて、縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報
を選択する選択手段と、前記受付手段で横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受
付けた場合、

表示画像の走査方向を変換する変換手段とを備え、前記画
像出力装置は、出力する表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を表示装
置に送信する送信手段を備え、送信手段が送信した変更通知に基づいて選択手段が選択し
た 表示仕様情報を、表示装置から取得するように構成されてい
ることを特徴とする。
【００２６】
　第 発明に係る表示システムは、第 発明において、前記表示装置は、表示画面を回転
させる回転手段と、受付手段で受付けた変更通知に基づいて回転手段を駆動制御する駆動
制御手段とを備えることを特徴とする。
【００２７】
　第 発明に係る表示システムは、第 発明において、前記画像出力装置は、表示画像を
縦長に変更する条件及び／又は横長に変更する条件を記憶する条件記憶部と、条件記憶部
に記憶されている条件を満たしているか否かを判定する判定手段とを備え、前記送信手段
は、判定手段の判定結果に基づいて、表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更
通知を表示装置に通知するように構成されていることを特徴とする。
【００２８】
　第９発明に係る表示装置は、デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部を
有し、表示画面を横長状態又は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に対
応する表示画像を表示する表示装置において、前記記憶部には、横長のデフォルト解像度
を含む横長表示仕様情報と、縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶さ
れており、表示画面が横長状態から縦長状態に変更又は縦長状態から横長状態に変更され
たことを検出する検出手段と、検出手段が縦長状態への変更を検出した場合は縦長表示仕
様情報を選択し、検出手段が横長状態への変更を検出した場合は横長表示仕様情報を選択
する選択手段と、検出手段が縦長状態又は横長状態への変更を検出した場合、変更通知を
送信する送信手段と、前記検出手段が縦長状態又は横長状態への変更を検出した場合、

表示画像の走査方向を
変換する変換手段とを備えることを特徴とする。
【００３０】
　第１０発明に係る表示装置は、デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記憶する記憶部
を有し、表示画面を横長状態又は縦長状態に変更することが可能であり、表示仕様情報に
対応する表示画像を表示する表示装置において、前記記憶部には、横長のデフォルト解像
度を含む横長表示仕様情報と、縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶
されており、表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付ける受付手段
と、受付手段で受付けた変更通知に基づいて、縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報を
選択する選択手段と、前記受付手段で横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付
けた場合に、 表示画
像の走査方向を変換する変換手段とを備えることを特徴とする。
【００３２】

10

20

30

40

50

(7) JP 3852773 B2 2006.12.6

表示装置から取得した縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に応じて画像
出力装置で解像度が設定された

縦長表示仕様情報又は横長

７ ６

８ ６

縦
長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に応じて解像度が設定された

縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に応じて解像度が設定された



　第 発明に係る表示装置は、第 発明において、表示画面を回転させる回転手段と
、受付手段で受付けた変更通知に基づいて回転手段を駆動制御する駆動制御手段とを備え
ることを特徴とする。
【００３４】
　第１２発明に係るインターフェース装置は、デフォルト解像度を含む表示仕様情報を記
憶する記憶部を有し、表示仕様情報に対応する表示画像の画像データを中継するインター
フェース装置において、前記記憶部には、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情
報と、縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶されており、表示画像の
横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付ける受付手段と、受付手段で受付けた
変更通知に基づいて、縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報を選択する選択手段と、前
記受付手段で横長から縦長又は縦長から横長への変更通知を受付けた場合に、

表示画像の走査方向を変換する
変換手段とを備えることを特徴とする。
【００４１】
　第１、第５、又は第９発明においては、横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情
報と、縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報とが予め記憶部に記憶されている
。表示画面が横長状態から縦長状態又は縦長状態から横長状態に変更された場合、表示装
置は、表示画面が縦長状態に変更されたときは縦長表示仕様情報を選択し、横長状態に変
更されたときは横長表示仕様情報を選択し、変更通知を画像出力装置（又はコンピュータ
）に送信する。画像出力装置は、変更通知を受付けた場合、選択された縦長表示仕様情報
又は横長表示仕様情報を表示装置から取得し、取得した縦長表示仕様情報又は横長表示仕
様情報に対応する縦長又は横長の表示画像

の画像データを表示装置に出力する。表示装置側で縦長表示仕様情
報又は横長表示仕様情報を切換えると共に、切換えた縦長表示仕様情報又は横長表示仕様
情報を画像出力装置が取得することにより、画像出力装置及び表示装置の双方がハードウ
ェア的に縦長表示又は横長表示を切換えることが可能になる。また、表示画面が縦長状態
又は横長状態に変更された場合、表示装置は、画像出力装置から受付けた

表示画像の走査方向を変換（縦横変換）し、変換した表示画像を表示画面に表示する
。表示装置側で縦横変換 を行うことにより、コンピュータ側は

縦長又は横長の表示画像を
そのまま表示装置に出力することが可能になる。また、表示装置に縦横変換専用の演算処
理回路を搭載することにより、高速に縦横変換を行うことが可能である。
【００４４】
　第２、第６、第１０、又は第１２発明においては、横長のデフォルト解像度を含む横長
表示仕様情報と、縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報とが記憶部に記憶され
ている。画像出力装置（又はコンピュータ）は、出力する表示画像を横長から縦長又は縦
長から横長に変更する場合、変更通知を表示装置（又はインターフェース装置）に送信す
る。表示装置（又はインターフェース装置）は、受付けた変更通知に基づいて縦長表示仕
様情報又は横長表示仕様情報を選択する。画像出力装置は、選択された縦長表示仕様情報
又は横長表示仕様情報を表示装置（又はインターフェース装置）から取得し、取得した縦
長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に対応する縦長又は横長の表示画像

の画像データを表示装置（又はイン
ターフェース装置）に出力する。表示装置（又はインターフェース装置）側で縦長表示仕
様情報又は横長表示仕様情報を切換えると共に、切換えた縦長表示仕様情報又は横長表示
仕様情報を画像出力装置が取得することにより、画像出力装置及び表示装置（又はインタ
ーフェース装置）の双方がハードウェア的に縦長表示又は横長表示を切換えることが可能
になる。また、表示画像を縦長又は横長に変更する場合、表示装置（又はインターフェー
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１１ １０

縦長表示仕
様情報又は横長表示仕様情報に応じて解像度が設定された

（すなわち、画像出力装置又はコンピュータで
縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に応じて解像度が設定されることにより縦横比が
変更された表示画像）

解像度が設定さ
れた

（走査方向の変換） 解像度
の設定及び走査方向の変換を含む一連の変換処理のうち、縦長表示仕様情報又は横長表示
仕様情報に応じた解像度の設定のみを行うことにより得られた

（すなわち、画
像出力装置又はコンピュータで縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に応じて解像度が
設定されることにより縦横比が変更された表示画像）



ス装置）は、画像出力装置から受付けた 表示画像の走査方向を変換（
縦横変換）し、変換した表示画像を表示画面に表示する（又は表示装置に送る）。表示装
置（又はインターフェース装置）側で縦横変換 を行うことにより、コ
ンピュータ側は

縦長
又は横長の表示画像をそのまま表示装置に出力することが可能になる。また、表示装置（
又はインターフェース装置）に縦横変換専用の演算処理回路を搭載することにより、高速
に縦横変換を行うことが可能である。
【００４６】
　第 、第 、又は第 発明においては、表示装置が受付けた変更通知に基づいて、表
示画面を回転させる。例えば電動モータなどの回転手段を、前記変更通知に基づいて、モ
ータ駆動回路などの駆動制御手段で回転駆動し、表示画面を縦長状態又は横長状態に切換
えることが可能である。
【００４７】
　第 又は第 発明においては、表示画像を縦長に変更する条件及び／又は横長に変更
する条件が予め設定されており、画像出力装置は、前記予め設定されている条件を満たし
ているか否かを判定する。画像出力装置は、判定の結果に基づいて、表示画像の横長から
縦長又は縦長から横長への変更通知を表示装置に送信する。例えば、表示画面に表示を行
うアプリケーションに応じて縦長表示又は横長表示を変更することが可能である。
【００４８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて具体的に説明する。
（第１の実施の形態）
本発明に係る表示装置を備える表示システムの例を図１に示す。表示システムは、画像出
力装置として動作するコンピュータ３０と、表示画面を横長状態又は縦長状態に変更する
ことが可能な表示装置１０とが、表示画像データを伝送する接続ケーブルで接続されてい
る。また、コンピュータ３０及び表示装置１０はＵＳＢ（ Universal Serial Bus）ケーブ
ルで接続されており、相互にデータを伝送することが可能である。
【００４９】
コンピュータ３０は、ＯＳ（ Operating System）又はアプリケーションなどのプログラム
を実行するＣＰＵ（ Central Processing Unit）３２と、プログラム又はデータなどを記
憶するＲＡＭ（ Random Access Memory）又はハードディスクなどの記憶部３３と、表示装
置１０に表示画像（表示画像データ）を出力する描画処理部３４と、表示画像が記憶され
るビデオメモリ３６と、ＵＳＢケーブルなどが接続される外部接続Ｉ／Ｆ（インタフェイ
ス）３８などを備え、夫々が内部バスに接続されている。
【００５０】
表示装置１０は、コンピュータ３０の描画処理部３４から受取った表示画像を記憶するフ
レームメモリ２４と、液晶表示パネルなどの表示パネル２０と、フレームメモリ２４に記
憶されている表示画像を表示パネル２０に表示する表示制御部２２と、フレームメモリ２
４に記憶されている表示画像を回転させて縦横変換する縦横変換部１２などを備えている
。
【００５１】
また、表示装置１０は、表示パネル２０（表示画面）が横長状態又は縦長状態に回転され
たことを検出する回転検出部（検出手段）１６と、縦長表示用の縦用ＥＤＩＤ（ Extended
 Display Identification Data）及び横長表示用の横用ＥＤＩＤが内蔵ＲＯＭ（ Read Onl
y Memory）などの記憶部に記憶されているＤＤＣ（ Display Data Channel）制御部１４と
を備える。
【００５２】
回転検出部１６は、縦横変換部１２及びＤＤＣ制御部１４と接続され、また、ＵＳＢケー
ブルでコンピュータ３０の外部接続Ｉ／Ｆ３８と接続され、表示パネル２０が横長状態か
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解像度が設定された

（走査方向の変換）
解像度の設定及び走査方向の変換を含む一連の変換処理のうち、縦長表示

仕様情報又は横長表示仕様情報に応じた解像度の設定のみを行うことにより得られた

３ ７ １１

４、 ８



ら縦長状態又は縦長状態から横長状態に回転された場合、縦横変換部１２，ＤＤＣ制御部
１４，及びコンピュータ３０に検出信号を送信する。回転検出部１６は、縦長状態又は横
長状態への変更を検出した場合に、検出信号（変更通知）をコンピュータ３０に送信する
手段として動作する。ＤＤＣ制御部１４は、接続ケーブルにより、コンピュータ３０の描
画処理部３４に接続され、コンピュータ３０側からの要求に応じて、ＥＤＩＤ（縦用ＥＤ
ＩＤ又は横用ＥＤＩＤ）を送信する。
【００５３】
ＥＤＩＤは、表示装置の製造元，機種名，シリアルナンバー，及び製造年月日などの製造
に関する情報と、入力信号に関するデータ，表示画面サイズ，対応可能な解像度，表示パ
ネルの解像度（デフォルト解像度），及び色に関するデータなどの表示に関する情報など
を含む。横用ＥＤＩＤは横長のデフォルト解像度を含む横長表示仕様情報として使用され
、縦用ＥＤＩＤは縦長のデフォルト解像度を含む縦長表示仕様情報として使用される。例
えば、表示パネル２０の解像度が１０２４×７６８［ドット］の場合、横長のデフォルト
解像度を１０２４×７６８［ドット］、縦長のデフォルト解像度を７６８×１０２４［ド
ット］に設定することが可能である。
【００５４】
ＤＤＣ制御部１４は、回転検出部１６が縦長状態への変更を検出した場合は縦用ＥＤＩＤ
を選択し、横長状態への変更を検出した場合は横用ＥＤＩＤを選択する手段として動作す
る。また、縦横変換部１２は、回転検出部１６が表示パネル２０の縦長状態への変更を検
出した場合、フレームメモリ２４に記憶された表示画像を回転させて縦横変換する手段と
して動作する。縦横変換部１２は、回転検出部１６が表示パネル２０の横長状態への変更
を検出した場合は、作動しない。
【００５５】
コンピュータ３０の外部接続Ｉ／Ｆ３８は、表示装置１０の回転検出部１６から検出信号
を受付ける手段として動作し、受付けた検出信号をＣＰＵ３２に送る。ＣＰＵ３２は、検
出信号を受付けた場合、描画処理部３４にＥＤＩＤの取得指示を送る。描画処理部３４は
、ＣＰＵ３２から受付けた取得指示に応じて、表示装置１０にＥＤＩＤ（横用ＥＤＩＤ又
は縦用ＥＤＩＤ）を要求する。
【００５６】
ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体に記録されたコンピュータプログラムを、コンピュータ３０の
内部バスに接続されたＣＤ－ＲＯＭドライブ（図示していない）で読出してハードディス
ク（記憶部３３）に記憶し、記憶部３３に記憶されたプログラムをＣＰＵ３２に実行させ
ることにより、ＣＰＵ３２に上述した各種処理を実行させることが可能である。また、外
部接続Ｉ／Ｆ３８に接続されたモデムなどの通信手段を用いて、インターネットなどの通
信ネットワークに接続されたサーバからコンピュータプログラムをダウンロードして記憶
部３３に記憶することも可能である。
【００５７】
次に、本発明に係る表示装置１０の表示パネル２０の縦長状態と横長状態との切換による
縦長表示と横長表示との切換について説明する。本説明では、横長表示から縦長表示への
切換を例にして説明する。横長表示の場合、図２に示すように、ＤＤＣ制御部１４は、横
用ＥＤＩＤを選択しており、縦横変換部１２は作動していない。コンピュータ３０のビデ
オメモリ３６には横長の表示画像が記憶され、横長状態（図１４（ａ）の状態）の表示パ
ネル２０には、横長の表示画像が表示されている。
【００５８】
図３に、横長表示から縦長表示への切換手順の例を示す。回転検出部１６が表示パネル２
０の横長状態から縦長状態（図１４（ｂ）の状態）への回転を検出した場合（Ｓ１０：Ｙ
ＥＳ）、検出信号が回転検出部１６からＤＤＣ制御部１４に送信され、縦用ＥＤＩＤが選
択される（Ｓ１２）。また、検出信号が回転検出部１６から縦横変換部１２に送信され、
縦横変換部１２が作動する（Ｓ１４）。さらに、検出信号が回転検出部１６からコンピュ
ータ３０に送信される（Ｓ１６）。
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【００５９】
図４（ａ）～（ｄ）に表示パネル２０の回転を検出する回転検出センサ４０の例を示す。
回転検出センサ４０は、例えば円柱状の閉容器４２と、閉容器４２の一端付近の内面に対
向するように配置された２つの電極４６ａ及び４６ｂとを有し、閉容器４２内には導電性
の液体４４が全容量の半分程度封入されている。回転検出センサ４０は、例えば図４（ａ
）～（ｄ）に示すように、表示装置１０の左下に電極４６ａ及び４６ｂを角側に向けて斜
め方向に配置されている。図４（ａ）又は（ｂ）に示すように、横長表示の場合は電極４
６ａ及び４６ｂ間が液体４４により導通する。また、図４（ｃ）又は（ｄ）に示すように
、縦長表示の場合は電極４６ａ及び４６ｂ間に液体４４はなく、導通していない。回転検
出は図４（ａ）～（ｄ）に示した回転検出方法に限定はされず、任意の方法で表示パネル
２０の回転を検出することが可能である。
【００６０】
コンピュータ３０の外部接続Ｉ／Ｆ３８は、回転検出部１６から送信された検出信号を受
付け（Ｓ１８）、ＣＰＵ３２に送る。ＣＰＵ３２は、検出信号に応じて、ＥＤＩＤの取得
指示を描画処理部３４に送る。描画処理部３４は取得指示に応じて、表示装置１０にＥＤ
ＩＤを要求する（Ｓ２０）。
【００６１】
描画処理部３４からＥＤＩＤを要求された表示装置１０のＤＤＣ制御部１４は、ＥＤＩＤ
（縦用ＥＤＩＤ）をコンピュータ３０に送信する（Ｓ２２）。描画処理部３４は、表示装
置１０からＥＤＩＤ（縦用ＥＤＩＤ）を受付け（Ｓ２４）、ＣＰＵ３２に送る。ＣＰＵ３
２は、表示画像の解像度を、ＥＤＩＤに含まれるデフォルト解像度（縦用ＥＤＩＤに含ま
れる縦長のデフォルト解像度）に設定する（Ｓ２６）。
【００６２】
縦長表示に変更した場合、図１に示すように、ＤＤＣ制御部１４は、縦用ＥＤＩＤを選択
しており、縦横変換部１２は作動している。ビデオメモリ３６には縦長の表示画像が記憶
され、縦長の表示画像が表示装置１０に伝送され、フレームメモリ２４に記憶されている
縦長の表示画像が縦横変換部１２によって縦横変換される。縦長状態（図１４（ｂ）の状
態）の表示パネル２０には、縦横変換部１２で縦横変換された表示画像が表示される。
【００６３】
縦横変換部１２による表示画像の縦横変換の例を図５（ａ）～（ｃ）に示す。図５（ａ）
に示すように表示画像を複数の領域Ａ，Ｂ，・・・に分割し、図５（ｂ）に示すように各
領域Ａ，Ｂ，・・・を９０度回転させ、図５（ｃ）に示すように回転後の各領域Ａ，Ｂ，
・・・を合成することにより、表示画像の縦横変換を行うことが可能である。縦横変換は
、前記方法に限定はされず、任意の方法で縦長の表示画像を横長に回転させたり、走査方
向の変換を行うことが可能である。
【００６４】
（第２の実施の形態）
上述した実施の形態においては、表示パネル２０の回転による縦長状態又は横長状態の変
更を検出して縦長表示又は横長表示の切換を行ったが、コンピュータ３０側の操作で縦長
表示又は横長表示の切換を行うことも可能である。コンピュータ３０側の変更操作で縦長
表示又は横長表示を変更する表示システムの例を図６に示す。図６に示す表示システムは
、第１の実施の形態と同様なコンピュータ３０及び表示装置１０を備える。コンピュータ
３０の構成は第１の実施の形態（図１）と同様であり、ＣＰＵ３２，記憶部３３，描画処
理部３４，ビデオメモリ３６，及び外部接続Ｉ／Ｆ３８などを備える。ただし、外部接続
Ｉ／Ｆ３８には、キーボード又はマウスなどの操作装置３９が接続されている。
【００６５】
表示装置１０は、第１の実施の形態（図１）とほぼ同様であり、縦横変換部１２，ＤＤＣ
制御部１４，表示パネル２０，表示制御部２２，及びフレームメモリ２４などを備える。
ただし、縦横変換部１２及びＤＤＣ制御部１４は外部接続Ｉ／Ｆ１８に接続されている。
外部接続Ｉ／Ｆ１８は、ＵＳＢケーブルにより、コンピュータ３０の外部接続Ｉ／Ｆ３８
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と接続されている。
【００６６】
本説明においては、操作装置３９により、縦長表示又は横長表示の変更操作を行う。コン
ピュータ３０の外部接続Ｉ／Ｆ３８は、出力する表示画像の縦長から横長又は横長から縦
長への変更通知を表示装置１０に送信する手段として動作する。操作装置３９による変更
操作はＣＰＵ３２に送られ、変更操作を受付けたＣＰＵ３２は、表示画像の横長から縦長
又は縦長から横長への変更通知を外部接続Ｉ／Ｆ３８から表示装置１０に送信する。
【００６７】
表示装置１０の外部接続Ｉ／Ｆ１８は、表示画像の横長から縦長又は縦長から横長への変
更通知を受付ける手段として動作し、変更通知に応じた信号を縦横変換部１２及びＤＤＣ
制御部１４に送る。例えば縦長表示（又は横長表示）への変更通知を外部接続Ｉ／Ｆ１８
が受付けた場合、縦横変換部１２が作動（又は停止）し、ＤＤＣ制御部１４は縦用ＥＤＩ
Ｄ（又は横用ＥＤＩＤ）を選択する。また、コンピュータ３０のＣＰＵ３２は、送信した
変更通知に基づいて選択されたＥＤＩＤの取得を描画処理部３４に指示する。
【００６８】
図７に、横長表示から縦長表示への切換手順の例を示す。操作装置３９による縦長表示へ
の変更操作をＣＰＵ３２が受付けた場合（Ｓ３０：ＹＥＳ）、ＣＰＵ３２により、外部接
続Ｉ／Ｆ３８から表示装置１０に縦長表示への変更通知を送信する（Ｓ３２）。表示装置
１０の外部接続Ｉ／Ｆ１８で受付けた（Ｓ３４）縦長表示への変更通知は、ＤＤＣ制御部
１４に送られ、縦用ＥＤＩＤが選択される（Ｓ３６）。また、変更通知は、縦横変換部１
２にも送られ、縦横変換部１２が作動する（Ｓ３８）。
【００６９】
コンピュータ３０のＣＰＵ３２は、描画処理部３４に、ＥＤＩＤの要求を行わせる（Ｓ４
０）。描画処理部３４からＥＤＩＤを要求された表示装置１０のＤＤＣ制御部１４は、Ｅ
ＤＩＤ（縦用ＥＤＩＤ）をコンピュータ３０に送信する（Ｓ４２）。描画処理部３４は、
表示装置１０からＥＤＩＤを受付け（Ｓ４４）、ＣＰＵ３２に送る。ＣＰＵ３２は、表示
画像の解像度を、ＥＤＩＤに含まれるデフォルト解像度（縦用ＥＤＩＤに含まれる縦長の
デフォルト解像度）に設定する（Ｓ４６）。
【００７０】
（第３の実施の形態）
第２の実施の形態においては、操作装置３９による縦長表示又は横長表示の変更操作と、
表示パネル２０の縦長状態又は横長状態の変更操作（表示パネル２０の回転操作）とを行
う必要があるが、例えば電動モータなどを用いて、操作装置３９の変更操作に応じて表示
パネル２０を回転させることも可能である。図８に操作装置３９の変更操作に応じて表示
パネル２０を回転させる表示システムの例を示す。表示システムの構成は第２の実施の形
態と同様である。ただし、表示装置１０には、表示パネル２０（表示画面）を回転させる
電動モータ（回転手段）及びモータ駆動回路（駆動制御手段）を含む回転駆動部２６が設
けられている。回転駆動部２６は、外部接続Ｉ／Ｆ１８に接続され、縦長表示への変更通
知又は横長表示への変更通知を受付け、変更通知に基づいて表示パネル２０を回転させる
。回転駆動部２６により、表示パネル２０を回転させる手間を省くことが可能である。
【００７１】
（第４の実施の形態）
コンピュータ３０から表示装置１０に送る縦長表示への変更通知又は横長表示への変更通
知は、アプリケーション毎に設定しておくことも可能である。例えばハードディスクなど
の記憶部３３（条件記憶部）に、図９に示すように、アプリケーションと縦横設定との対
応関係が登録された表示切換設定情報を記憶しておく。ＣＰＵ３２（判定手段）は、起動
されたアプリケーションが表示切換設定情報に登録されているか否かを判定し、登録され
ている場合は、対応する縦横設定に応じた変更通知を外部接続Ｉ／Ｆ３８から表示装置１
０に送信する。表示切換設定情報により、アプリケーションに応じて、縦長表示又は横長
表示を切換えることが可能である。また、上述した回転駆動部２６と組合せることにより
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、アプリケーションに応じて自動的に表示パネル２０を回転させることが可能である。
【００７２】
また、上述した実施の形態においては、表示装置１０の縦横変換部１２により、表示画像
の縦横変換を行ったが、コンピュータ３０の描画処理部３４で縦横変換を行うことも可能
である。図１０に、描画処理部３４で表示画像の縦横変換を行う表示システムの例を示す
。図１０は、第１の実施の形態（図１）の縦横変換部１２を、描画処理部３４に含めた例
であり、ビデオメモリ３６に記憶されている表示画像が、描画処理部３４の縦横変換部１
２で縦横変換される。
【００７３】
また、コンピュータと表示装置との間に接続されるインターフェース装置（中継装置）で
横用ＥＤＩＤ及び縦用ＥＤＩＤを切換え、縦横変換を行うことも可能である。図１１に、
横用ＥＤＩＤ及び縦用ＥＤＩＤを切換え、縦横変換を行うインターフェース装置５０を備
えた表示システムの例を示す。インターフェース装置５０は、第２の実施形態（図６）の
表示装置１０と同様の外部接続Ｉ／Ｆ１８，ＤＤＣ制御部１４，縦横変換部１２及びフレ
ームメモリ２４ａを備える。また、インターフェース装置には、コンピュータ３０と、従
来（図１５）と同様の表示装置１０ａが接続されている。コンピュータ３０からインター
フェース装置５０に横長から縦長への変更通知が送信された場合、第２の実施の形態と同
様にして、縦用ＥＤＩＤをコンピュータ３０に取得させ、コンピュータ３０からインター
フェース装置５０に送られた縦長の表示画像を、縦横変換部１２で縦横変換し、縦横変換
された表示画像が、表示装置１０ａに送られ、表示される。
【００７４】
上述した実施の形態においては、ＤＤＣ制御部１４により縦用ＥＤＩＤ及び横用ＥＤＩＤ
を切換えたが、ＤＤＣ制御部１４により複数の任意のＥＤＩＤを切換えることも可能であ
る。図１２に、複数の任意のＥＤＩＤをＤＤＣ制御部１４で切換える表示システムの例を
示す。図１２の例においては、ＤＤＣ制御部１４の記憶部には、デフォルト解像度が異な
る３種類のＥＤＩＤ（第１，第２，第３ＥＤＩＤ）が記憶されている。例えば、第１，第
２，第３ＥＤＩＤのデフォルト解像度を夫々１０２４×７６８［ドット］，８００×６０
０［ドット］，６４０×４８０［ドット］に設定し、例えば、接続ケーブルの特性又は描
画処理部３４の特性等により、１０２４×７６８［ドット］（第１ＥＤＩＤ）では画面の
一部が正常に表示されない場合、８００×６００［ドット］（第２ＥＤＩＤ）に変更する
ことで、正常に表示できない解像度を強制的に選択できないようにすることも可能となる
。
【００７５】
また、上述した実施の形態においては、回転検出部１６の検出信号又は操作装置３９によ
る変更通知などをＵＳＢケーブルを使用して伝送したが、例えば、表示画像を伝送する接
続ケーブルを使用するなど、コンピュータ３０と表示装置１０とを接続する任意のケーブ
ル又は無線を使用して検出信号又は変更通知を伝送することが可能である。また、回転検
出時に表示装置１０からコンピュータ３０に検出信号を送信せずに、コンピュータ３０か
ら表示装置１０に定期的にアクセスして回転状態を取得することも可能である。
【００７６】
【発明の効果】
　第１、第５、又は第９発明によれば、表示画面が縦長状態又は横長状態に変更されたこ
とを検出した場合、表示装置の表示仕様情報を縦長用又は横長用に変更し、変更通知を画
像出力装置に送信して前記変更した縦長用又は横長用の表示仕様情報を取得させることに
より、表示装置及び画像出力装置の双方がハードウェア的に縦長表示又は横長表示を切換
えることが可能になる。ハードウェア的に縦長表示又は横長表示が切換わることにより、
処理速度及び安定性を向上させることが可能である。また、縦長表示又は横長表示を行う
場合に 表示画像の縦横変換（走査方向の変換）を 行うこ
とにより、画像出力装置側は
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縦長又は横長の表示画像をそのまま表示装置に出力することが可能になる。縦長
表示時又は横長表示時の画像出力装置側の負荷の増加を防止して、処理速度及び安定性を
向上させることが可能である。
【００７９】
　第２、第６、第１０、又は第１２発明によれば、表示画像を縦長又は横長に変更するこ
とを表示装置（又はインターフェース装置）に通知して表示装置（又はインターフェース
装置）の表示仕様情報を縦長用又は横長用に変更し、変更した縦長用又は横長用の表示仕
様情報を画像出力装置が取得することにより、表示装置（又はインターフェース装置）及
び画像出力装置の双方がハードウェア的に縦長表示又は横長表示を変更することが可能に
なる。ハードウェア的に縦長表示又は横長表示が切換わることにより、処理速度及び安定
性を向上させることが可能である。また、縦長表示又は横長表示を行う場合に

表示画像の縦横変換（走査方向の変換）を
行うことにより、画像出力装置側は

縦長又は横長の表示画像をそのまま表示装置に出力することが可能
になる。縦長表示時又は横長表示時の画像出力装置側の負荷の増加を防止して、処理速度
及び安定性を向上させることが可能である。
【００８１】
　第 、第 、又は第 発明によれば、表示画像を縦長又は横長に変更することを表示
装置に通知し、通知に応じて表示画面を回転させることにより、画像出力装置側の縦長表
示又は横長表示の変更操作に応じて、自動的に表示画面を縦長状態又は横長状態に変更す
ることが可能になる。縦長表示又は横長表示の変更を行う場合に、ユーザが表示画面を回
転させる必要が無くなり、利便性が向上する。
【００８２】
　第 又は第 発明によれば、縦長に変更する条件又は横長に変更する条件を満たす場
合に、表示画像を縦長又は横長に変更することにより、設定された条件に応じて縦長表示
又は横長表示を変更することが可能になる。ユーザが行う操作に条件を設定することによ
り、操作に応じて縦長表示又は横長表示を変更し、利便性を向上させることが可能である
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る表示装置を備える表示システムの例を示すブロック図である。
【図２】表示システムの例を示すブロック図である。
【図３】横長表示から縦長表示への切換手順の例を示すフローチャートである。
【図４】回転検出センサの例を示す図である。
【図５】表示画像の縦横変換の例を示す図である。
【図６】表示システムの例を示すブロック図である。
【図７】横長表示から縦長表示への切換手順の例を示すフローチャートである。
【図８】表示システムの例を示すブロック図である。
【図９】表示切換設定情報の例を示す図である。
【図１０】表示システムの例を示すブロック図である。
【図１１】表示システムの例を示すブロック図である。
【図１２】表示システムの例を示すブロック図である。
【図１３】従来のコンピュータ（画像出力装置）及び表示装置の概略構成図である。
【図１４】表示装置の概略図である。
【図１５】従来のコンピュータ及び表示装置の概略構成図である。
【符号の説明】
１０　表示装置
１２　縦横変換部（変換手段）
１４　ＤＤＣ制御部（記憶部、選択手段）
１６　回転検出部（検出手段、表示装置の送信手段）
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得られた

解像度が設
定された 表示装置（又はインターフェース装置
）側で 解像度の設定及び走査方向の変換を含む一連の
変換処理のうち、縦長表示仕様情報又は横長表示仕様情報に応じた解像度の設定のみを行
うことにより得られた

３ ７ １１

４、 ８



１８　外部接続Ｉ／Ｆ（表示装置の受付手段）
２０　表示パネル
２６　回転駆動部（回転手段、駆動制御手段）
３０　コンピュータ（画像出力装置）
３２　ＣＰＵ（判定手段）
３３　記憶部（条件記憶部）
３４　描画処理部
３８　外部接続Ｉ／Ｆ（画像出力装置の受付手段、画像出力装置の送信手段）
３９　操作装置
５０　インターフェース装置 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(16) JP 3852773 B2 2006.12.6



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

(18) JP 3852773 B2 2006.12.6



【 図 １ ５ 】
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